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巻
頭
言

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
で
の
信
頼
の
基
本

|
|
「
首
相
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」
違
憲
判
決
を
考
え
る
|
|

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
副
所
長

聖

学

院

大

学

学

長

阿

久

戸

光

晴

小
泉
純
一
郎
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
は
、
日
本
国
憲
法
の
定
め
る
政
教
分
離
原
則
に
反
す
る
と
し
て
、
九
州
・
山
口

の
戦
没
者
遺
族
ら
か
ら
、
同
首
相
と
国
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
判
決
が
過
日
福
岡
地
裁
で
言
い
渡
さ
れ
た
。
判
決

は
、
損
害
賠
償
請
求
は
棄
却
し
た
が
、
首
相
に
よ
る
公
式
参
拝
は
憲
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
宗
教
的
活
動
に
当
た
り
、

違
憲
で
あ
る
と
判
断
を
下
し
た
。
首
相
や
自
民
党
か
ら
は
「
な
ぜ
違
憲
か
分
か
ら
な
い
」
と
談
話
が
述
べ
ら
れ
た
が
、

野
党
各
党
お
よ
び
連
立
与
党
の
公
明
党
は
、
本
判
決
支
持
の
声
明
な
い
し
談
話
が
出
さ
れ
た
。
本
判
決
の
論
点
は
五
つ

あ
る
。
第
一
は
、
首
相
自
身
が
公
用
車
で
秘
書
官
を
随
行
さ
せ

「
内
閣
総
理
大
臣
小
泉
純
一
郎
」
と
記
帳
し
て
献
花
を

し
た
点
は
首
相
の
公
務
執
行
の
範
囲
内
で
あ
り
公
式
参
拝
で
あ
る
。
第
二
は
、
首
相
の
参
拝
形
式
は
本
殿
で
一
礼
し
英

霊
に
対
し
て
畏
敬
山
由
不
敬
の
心
情
を
表
現
し
た
も
の
で
、

そ
れ
は
靖
国
神
社
が
主
宰
し
た
行
事
で
は
な
い
と
し
て
も
特
定

3 

の
宗
教
的
儀
式
に
添
う
形
で
参
拝
し
た
。
第
三
に
、
靖
国
神
社
公
式
参
拝
は
当
時
政
府
・
与
党
内
で
も
強
い
反
対
意
見



が
あ
り
国
民
の
間
で
も
消
極
的
意
見
が
あ
る
中
で
首
相
が
あ
え
て
行
っ
た
政
策
的
に
明
確
な
目
的
を
持
ち
効
果
を
ね
ら

4 

っ
た
行
為
で
あ
る
。
第
四
に
、
以
上
か
ら
判
断
し
て
、
首
相
の
参
拝
は

「
目
的
と
効
果
」

の
基
準
に
照
ら
し
公
人
の
特

定
宗
教
行
為
で
あ
り
、

日
本
国
憲
法
第
二

O
条
の
禁
ず
る
「
政
教
分
離
原
則
」
違
反
で
あ
る
。
最
後
に
、
「
こ
の
公
式

参
拝
の
憲
法
判
断
を
回
避
し
て
は
今
後
も
同
種
の
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
」
当
裁
判
所
は
本
件
参
拝
の

憲
法
判
断
に
踏
み
込
ん
だ
、
と
。

け
だ
し
判
旨
は
一
部
の
点
を
除
い
て
至
当
で
あ
る
。
結
論
は
も
と
よ
り
、
憲
法
判
断
を
回
避
せ
ず
に
踏
み
込
ん
だ
点

は
ま
こ
と
に
立
派
で
あ
り
、
重
要
職
務
を
引
き
受
け
る
者
の
責
任
の
問
題
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
問
題
点
は
、
津

地
鎮
祭
判
決
以
来
の
「
目
的
効
果
基
準
」
(
政
教
分
離
原
別
で
あ
っ
て
も
宗
教
行
為
の
「
目
的
と
効
果
」
に
照
ら
し
緩
和

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る
と
す
る
説
)
と
い
う
明
瞭
さ
を
欠
く
先
例
の
線
に
基
づ
い
た
形
で
論
旨
を
進
め
て
い
る
た

め
、
社
会
通
念
上
習
俗
行
為
と
か
伝
道
効
果
を
狙
わ
な
い
宗
教
行
為
な
ど
、
例
外
の
余
地
が
残
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
判
決
に
限
ら
ず
日
本
の
裁
判
所
は
憲
法
第
二

O
条
第
三
項
を
「
政
教
分
離
」
と
い
う
観
点
で
「
宗
教
」

般

を
常
に
考
え
る
が
、
本
条
項
は
法
制
史
上

8
3
5
a
g
c
r
Z
R
F
h
w
ω
S
R
と
い
う
「
教
会
と
国
家
の
分
離
」
に
由
来
し
、

靖
国
神
社
と
い
う
特
定
宗
教
団
体
と
国
家
機
関
と
の
癒
着
の
問
題
が
も
う
一
つ
明
瞭
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
形
式
的
に

は
原
告
側
の
損
害
賠
償
請
求
が
棄
却
さ
れ
、
被
告
の
首
相
側
が

「
勝
訴
?
」

と
い
う
形
と
な
っ
た
た
め
控
訴
で
き
ず
、

皮
肉
(
ユ
ー
モ
ラ
ス
?
)
な
こ
と
に
本
判
決
が
違
憲
の
ま
ま
確
定
し
て
し
ま
う
見
通
し
と
な
っ
た
。
こ
の
判
決
の
意
義

は
、
今
後
の
日
本
の
国
家
お
よ
び
社
会
に
と
っ
て
大
変
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

来
日
中
イ
ー
ス
タ
ー
礼
拝
に
出
席
し
た
チ
ェ
イ
ニ

1
米
国
副
大
統
領
の
例
を
倹
つ
ま
で
も
な
く
、
私
人
の
信
ず
る
権

利
の
実
践
は
神
聖
で
あ
り
、
奨
励
さ
れ
こ
そ
す
れ
何
ら
問
題
は
な
い
。
し
か
し
首
相
の
公
式
参
拝
は
形
式
的
に
憲
法
違



反
で
あ
る
。
ま
た
内
容
的
に
も
、
靖
国
神
社
が
歴
史
上
国
家
へ
の
忠
誠
と
い
う
尺
度
で
は
か
ら
れ
た

「
国
事
殉
難
者
」

の
み
(
賊
軍
は
入
れ
ら
れ
ず
、
逆
に
そ
の
尺
度
か
ら
い
わ
ゆ
る
戦
争
犯
罪
人
の
「
英
霊
」
が
含
ま
れ
る
)
が
奉
斎
さ
れ

て
き
た
国
家
神
道
の
中
心
的
神
社
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
近
隣
諸
国
や
非
大
和
民
族
や
宗
教
的
少
数
者
の
信
教
の

自
由
を
尊
重
す
る
学
ぶ

「
痛
み
」
を
こ
そ
、
首
相
は
す
べ
て
の
国
民
に
訴
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
国

境
を
超
え
て
人
々
の
結
合
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
強
め
て
い
く
歴
史
的
潮
流
の
中
で
、
日
本
の
国
家
と
社
会
が
真
に
グ
ロ

1

パ
ル
に
信
頼
さ
れ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
の
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


